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新型コロナウィルスの感染拡大による緊急事態宣言の発令を受け、　市民の皆様には不要不急の外出を控えていただいておりましたが、
北名古屋市議会としては、市民生活の安定確保や企業経営の持　続のために必要な予算や条例について、迅速に審議しました。

議会運営における感染拡大防止
●文書による一般質問

市民の暮らし　を守るために

●特別給付金 遺児１人につき1万円
●シルバー人材センター補助金　500万円
●２次救急医療機関助成金　各５００万円
●理容業・美容業休業協力金　１事業者あたり１０万円
●感染症対策防護資材購入など　約300万円

議会における接触機会を減らし、当局
が新型コロナウイルス感染症対策に専念
できるよう、登壇して口頭による一般質
問に代えて、「文書による一般質問」を行
いました。
詳細については、P.7をご覧ください。

●会議室のレイアウト変
更による離隔の確保

●手指消毒、座席・設備の消毒

●マスク着用による
咳エチケットの徹底
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新型コロナウィルスの感染拡大による緊急事態宣言の発令を受け、　市民の皆様には不要不急の外出を控えていただいておりましたが、
北名古屋市議会としては、市民生活の安定確保や企業経営の持　続のために必要な予算や条例について、迅速に審議しました。

議長、副議長及び議員の報酬及び期末手
当を令和２年６月から令和３年３月まで１０％削
減し、市長の給料などの減額分と併せて総額
1,847万円を新型コロナウイルス感染症対策
の財源として、北名古屋市民や事業者などの
支援に活用することになりました。

1日も早く、市民のために

※過去3年間の第2回定例会との比較

市民の暮らし　を守るために
●議長、副議長、市議会議員の報酬
と期末手当を10％削減
（市長、副市長、教育長、統括参事も同様に給料
及び期末手当を削減）

今定例会は、新型コロナウイルス感染症対
策にかかる補正予算等の議案審議を見据え、
必要な施策を1日も早く執行できるよう日程
を見直し、緊急な案件に対応するため従来よ
りも会期日数を延長しました。
また、公開する会議を通常の2倍以上の16
回開催しながらも、接触機会を削減する観点
から委員会を同日に開催するなどして、1日
あたりの会議回数を増やして効率的かつ迅
速に審議しました。

●補正予算を優先審議
新型コロナウイルス関連議案は上程日に委員会
を開催し、即日議決

●会期日数を約1.８倍に延長

※平均22.3日間→39日間

●1日あたりの会議回数を3.2倍に増加

※平均１回/日→3.2回/日
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令和２年　　第２回定例会の結果
会期39日間　５月18日～６月25日

全ての議案内容は、
北名古屋市議会ホームページの
「議案・請願とその審議結果」

をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的にどう
変わるのかを（P.5～P.6）に

掲載しております。
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令和２年度北名古屋市一般会計補正予算（第３号）について
北名古屋市児童クラブ設置条例の一部改正について

北名古屋市統括参事の設置に関する条例の特例を定める条例の制定について
令和２年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について

北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の特例を定める条例の制定について

北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の特例を定める条例の制定について

北名古屋市監査委員の選任について

５４

北名古屋市教育委員会委員の任命について
北名古屋市教育委員会委員の任命について
北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正について
北名古屋市空家等の適切な管理に関する条例の制定について

北名古屋市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について
北名古屋市手数料条例の一部改正について
尾張市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について
尾張市町交通災害共済組合の解散について
尾張市町交通災害共済組合規約の変更について
北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
北名古屋市都市計画税条例の一部改正について
北名古屋市市税条例等の一部改正について

　令和２年７月１日発行の議会だよりvol.71にて、記載事項に下記のとおり間違いがありました。
お詫びして訂正致します。
　Ｐ.4 「付属機関等委員」 表中

今回の議案
条例の制定及び改正・・・・・・・・・・・・・・11件
人事案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3件
条例の改正（議員提案）・・・・・・・・・・・・・1件

尾張市町交通災害共済組合関係・・・3件
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2件

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案同意

全員賛成
原案可決

お 詫 び と 訂 正

誤 名古屋市国際交流協会　 　正 北名古屋市国際交流協会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
議
長
、
副
議
長
及
び
市
議
会
議
員
の
報
酬
並
び

に
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
及
び
統
括
参
事
の
給
料
及
び
期
末
手
当
を
、
令
和
2
年
6
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま

で
、
10
％
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
寄
附
金
や
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
臨
時
交
付
金
等
を
含
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
案
が
追
加
で
2
回
提
案
さ
れ
、
そ
の
都
度
審
議
し
て
、
即
日
可
決
し
ま
し
た
。

可決

Pickup

市
議
会
議
員
、
市
長
、
副
市
長
等
の
報
酬
等
の
10
％
削
減
を
含
む
補
正
予
算
を
編
成
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
進
め
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策の財源
として活用

　
市
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
期
末
手
当
の
10
％
削
減

の
条
例
は
、
議
員
提
案
に

て
議
会
に
上
程
さ
れ
、
議

員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
条
例
に
よ
り
、
削
減

さ
れ
た
金
額
の
合
計
は
約

1
，3
7
0
万
円
で
、
市
長
、

副
市
長
等
の
削
減
額
約

4
8
0
万
円
と
併
せ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
の
財
源
と
し

て
、
市
民
生
活
や
事
業
者

の
経
営
の
支
援
な
ど
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

○北名古屋市地域応援クーポン券事業
　小売店、飲食店等で利用できる割引クー
ポン券を市民に配布し、消費喚起により地
域経済の維持及び活性化を図る。
⑴　配布対象者
　令和 2 年 7 月 1 日において、住民基本台帳に記録され
　ている者（世帯主に、世帯人数分を郵送）
⑵　クーポン券
　1人あたり 2,000 円分（200円×10枚）
　1,000 円ごとに１枚（200円分）利用可
⑶　対象店舗
　市内で小売業、飲食業及びサービス業等を営む登録店舗

新型コロナウイルス感染症対策にかかる
補正予算（第２号）の概要
5月28日可決　総額28，382千円

●シルバー人材センターへの補助金：5,000 千円
●遺児手当受給資格者（ひとり親家庭等）に対する特別給付金：
　12,707 千円（遺児１人につき１万円）
●理容業・美容業休業協力金：16,111 千円
　（１事業者につき 10 万円）
●２次救急医療機関への助成金：10,000 千円
　（済衆館病院、はるひ呼吸器病院にそれぞれ 500 万円）
●避難所開設時などにおける感染症対策物資の備蓄：3,034 千円

新型コロナウイルス感染症対策にかかる
補正予算（第３号）の概要
６月２５日可決　総額２８８，０９９千円

●北名古屋市地域応援クーポン券事業：市内の飲食店や小売店
　で使えるクーポン券を市民に配布：208,066 千円（市民 1 人
　あたり 2,000 円分）
●ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業：児童扶養手当受給世
　帯に臨時特別給付金を支給：78,033 千円（1 世帯あたり 5 万
　円、2 人目以降 3 万円、収入が減少した世帯に追加給付 5 万円）
●「きたなごやで新しい生活様式」啓発チラシなどを作成：
　2,000 千円

第2弾

第1弾

+
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
小
学
校
が
臨
時

休
校
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
授
業
時
間
数
を
確
保
す
る
た
め
、

夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
夏
休
み
中
に
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
８
月
の
夏
季
休
業
日
利
用
料

が
通
常
は
２
，
５
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
に
限
り
１
，
１
０
０
円

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
指
定
管
理
者
へ
の
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
の
減
額
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

可決

Pickup

Pickup

夏
休
み
の
短
縮
に
よ
り

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
今
後
の
空
き
家

対
策
へ
の
実
効
性
と
迅
速
性
を
よ
り
高
め
る
効
果
的
な
条
項
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
空
き
家
及
び
そ
の
敷
地
が
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

可決

空
き
家
対
策
に
必
要
な
事
項
を

定
め
ま
す
。

空
家
等
が
周
辺
地
域
に
重
大
な
損
害

を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
り
、
緊
急
安
全
措

置
と
し
て
、
対
応
が
必
要
な
場
合
に
は
、

必
要
最
小
限
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

飛
散
す
る
可
能
性
の
あ
る
屋
根
を
シ
ー

ト
で
覆
っ
た
り
、
崩
落
し
そ
う
な
外
壁

等
を
撤
去
す
る
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
市
長
の
判

断
で
利
用
料
を
還
付
で
き
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
想
定
が
あ
る

か
。

Ａ　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
よ
う
な
対
応
を
想
定
し
、

第
２
波
、
第
３
波
に
対
し
迅
速
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問質

問
議
員
８
人

　

質
問
17
項
目

神
田　
薫　
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
教
育
の
早
期
推
進
に
つ
い
て

教育教
育
長

そ
の
他
の
質
問

※

今
定
例
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症「
愛
知
県
緊
急
事
態

宣
言
」を
受
け
、議
会
運
営
に
起
因

す
る
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
の
低
減

を
図
る
と
と
も
に
、当
局
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に

専
念
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
い

う
２
つ
の
観
点
か
ら
一
般
質
問
を

発
言
に
よ
ら
ず
文
書
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、市
議

会
議
員
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
声

を
行
政
に
届
け
る
機
会
と
権
利
を

放
棄
す
る
こ
と
な
く
、一
般
質
問
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、会
議
公
開
の
原
則
か
ら
、文

書
に
よ
る
一
般
質
問
の
全
内
容
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
代
表

質
問
・
個
人
質
問
」か
ら『
令
和
２
年

第
２
回
定
例
会(

６
月
議
会) 　

※
文

書
に
よ
る
一
般
質
問
』を
選
択
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は

皆
様
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な

内
容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市

に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。今
回

の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
か

か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
さ
ら

さ
れ
、
「
自
粛
」
生
活
に
置
か
れ
た
市
民

の
間
で
は
先
の
見
え
な
い
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。
中
で
も
子
ど
も
達
は
、
憲
法
で

教
育
を
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
臨
時
休
校
に
よ
っ
て
学
力
や
心
身
の

健
康
な
ど
に
大
き
な
不
安
を
か
か
え
、
や

り
場
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
報

道
な
ど
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
教
育
が
話
題
と

な
っ
て
お
り
、
各
地
で
デ
ジ
タ
ル
教
材
や

教
育
委
員
会
の
動
画
作
成
、
双
方
向
オ
ン

ラ
イ
ン
指
導
な
ど
の
対
応
が
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
教
育
の

更
な
る
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま

た
、
動
画
作
成
な
ど
で
名
古
屋
芸
術
大
学

と
連
携
し
て
い
く
考
え
は
。

国
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
前

倒
し
し
、
児
童
生
徒
一
人
1
台
の
端
末
整

備
を
加
速
す
る
こ
と
で
臨
時
休
校
な
ど
の

緊
急
時
に
も
学
び
を
保
障
で
き
る
環
境
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
国
の
支
援
を
活
用
し
て
整
備

を
進
め
全
て
の
児
童
生
徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
学
習
環
境
を
整

え
て
い
く
。
名
古
屋
芸
術
大
学
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
知
見
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
い
く
。

■
学
校
再
開
と
そ
の
後
の
諸
対
応
に
つ
い
て

■
9
月
新
学
期
に
つ
い
て
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桂
川
　
将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

建設外
出
自
粛
に
よ
る
売
り
上
げ
の
減
少

は
、
企
業
の
責
に
帰
す
性
質
の
も
の
で
は

な
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る
事
業
者
に
対

し
、
早
急
に
実
効
性
の
高
い
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
。

①　

影
響
の
大
き
い
業
種
を
把
握
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
か
。

②　

北
名
古
屋
市
商
工
会
か
ら
支
援
の
要

請
は
あ
っ
た
か
。

③　

地
域
企
業
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
か
。

④　

国
の
持
続
化
給
付
金
な
ど
に
よ
る
支

援
以
外
に
、
中
小
企
業
に
対
す
る
経
済
支

援
を
国
に
要
望
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

①　

市
内
で
も
特
に
飲
食
店
や
衣
料
品
販

売
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に
大
き
く
影
響
が

生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
休

業
協
力
金
の
窓
口
で
職
員
が
直
接
声
を
聞

い
て
い
る
た
め
、
今
後
の
支
援
策
の
参
考

に
し
て
い
く
。

②　

現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
支

援
対
策
に
つ
い
て
要
請
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
く
。

③　

効
果
的
に
財
政
資
金
を
活
用
す
る
た

め
、
市
民
の
消
費
支
援
と
地
元
事
業
者
の

経
営
支
援
と
を
併
せ
て
図
れ
る
よ
う
な
地

域
振
興
策
を
検
討
す
る
。

④　

市
町
村
長
会
な
ど
で
地
方
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
裁
量
を
発
揮

で
き
る
財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

■
住
民
へ
の
積
極
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

信
に
つ
い
て

■
自
粛
生
活
か
ら
の
段
階
的
な
離
脱
に
つ

い
て

市
長

そ
の
他
の
質
問

間
宮
　
文
枝
（
公
明
党
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
市
は
新
た
な
仕
事
の
発
注
を

福祉現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
働
く
方
の
中
に
は
、
公
共
施
設
の

閉
館
に
よ
っ
て
収
入
減
な
ど
生
活
上
の
困

難
が
増
し
て
い
る
人
も
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
、
公
共
機
関
や

事
業
所
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
請
負
ま
た
は

委
任
さ
れ
た
仕
事
を
紹
介
さ
れ
て
働
い
て

い
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
や
持
続
化

給
付
金
の
対
象
に
な
ら
ず
、
収
入
の
減
少

分
は
ど
こ
か
ら
も
補
填
さ
れ
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
収
入
が
減
り
、
大
変

な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
へ
の
支

援
と
し
て
、
一
時
的
に
当
セ
ン
タ
ー
に
新

た
な
仕
事
を
、
本
市
よ
り
発
注
を
し
て
は

ど
う
か
。

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
に
よ
る
と
、

市
の
業
務
委
託
に
よ
る
も
の
が
44
％
前
後

を
占
め
て
お
り
、
公
共
施
設
の
閉
館
に
よ

る
影
響
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
世
の

中
の
情
勢
変
化
に
よ
り
事
業
所
や
一
般
家

庭
か
ら
の
依
頼
も
激
減
し
て
い
る
。

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
地
域
で
の
就

労
を
通
し
て
高
齢
者
の
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
活
動
の
場
を
今
後
も
提
供
で
き
る

よ
う
、
当
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
市
と
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
予
定
。
新
た
な
仕
事

に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
を
念
頭
に
、
当

セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
て
い
く
。

■
コ
ロ
ナ
便
乗
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
の
強

化
に
つ
い
て

福
祉
部
次
長

そ
の
他
の
質
問
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北名古屋市新型インフルエンザ等対策行動計画

平成26年9月
北名古屋市

渡
邉
　
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

市
民
の
命
と
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

財務新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
抑

制
の
た
め
、
国
民
は
外
出
を
控
え
、
事
業

者
は
売
り
上
げ
を
大
幅
に
減
ら
し
て
も
営

業
自
粛
に
協
力
し
た
結
果
、
緊
急
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
た
が
、
事
態
は
長
期
化
し

て
い
る
。

①　

国
が
自
治
体
に
交
付
す
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」
は
不
十
分
で
あ
り
、
増
額
を

求
め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

な
ど
医
療
提
供
体
制
を
支
援
す
る
た
め
の

財
源
保
障
も
求
め
る
べ
き
で
は
。

②　

市
独
自
の
取
組
の
た
め
の
財
源
確
保

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③　

生
活
に
困
惑
し
て
営
業
に
苦
し
み
独

自
策
を
切
望
す
る
市
民
へ
の
思
い
は
。

④　

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
の
計
画
が
必
要
で
は
。

①　

全
国
市
長
会
を
通
じ
て
臨
時
交
付
金

の
増
額
を
要
望
し
て
い
く
。
医
療
提
供
体

制
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
県
が
国
に
対

し
て
要
望
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

②　

こ
れ
以
上
の
基
金
の
取
崩
し
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
事
務
事
業
を
今
一
度
見
直

し
、
市
の
独
自
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③　

市
民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
感
染
症
対
策
と
生
活
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ

て
い
る
。

④　

国
や
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
。

市
長

福
岡
　
康
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
つ
い
て

市民健康平
成
26
年
９
月
に
策
定
さ
れ
た
「
北
名

古
屋
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
」
に
は
、
計
画
の
見
直
し
と
し
て

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
最

新
の
科
学
的
な
知
見
を
取
り
入
れ
見
直
す

必
要
が
あ
り
、
政
府
及
び
県
行
動
計
画
の

改
定
等
を
踏
ま
え
、
適
時
適
切
に
市
行
動

計
画
の
変
更
を
行
う
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
経
験
を
活
か
す
た
め
、
市
民
生

活
、
経
済
、
教
育
、
介
護
、
看
護
、
医
療

に
お
け
る
感
染
対
策
及
び
収
束
計
画
な
ど

に
つ
い
て
、
当
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
お
い
て
は
、
当
計
画
に
基
づ
き
対
策

本
部
を
設
置
し
、
国
及
び
県
の
動
向
を
情

報
共
有
し
た
上
で
、
市
内
の
対
応
に
つ
い

て
全
庁
的
に
検
討
し
て
き
た
。

特
に
、
感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
市
民

に
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
要
請

し
、
３
密
対
策
、
手
洗
い
、
消
毒
、
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
飛
沫
感
染
及
び
接
触
感
染

の
防
止
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
チ
ラ

シ
、
防
災
行
政
無
線
で
周
知
し
て
き
た
。

当
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
及

び
県
行
動
計
画
の
改
定
が
な
さ
れ
た
場

合
、
上
位
計
画
に
沿
っ
て
今
回
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
改
定
し
た
い
。

市
民
健
康
部
長
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財務

福祉

川
渕
　
康
宏
（
共
産
党
）

生
活
困
窮
者
な
ど
の
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

福
祉
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
経
済

に
与
え
る
影
響
は
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
よ
り
も
は
る
か
に
大
き

く
、
失
業
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
緊
急
小
口
資

金
」
や
「
住
居
確
保
給
付
金
」
の
申
請
に

殺
到
し
た
。
こ
う
い
っ
た
方
の
多
く
は
、

切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
先
の
見
え
な
い
不

安
を
抱
え
て
お
り
、
住
居
の
確
保
や
就
労

支
援
と
同
時
に
、
持
続
的
な
支
援
が
必
要

と
考
え
る
。

①　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
第
２
・
第
３
波
が
予
想
さ
れ
る
が
、
生

活
困
窮
者
へ
の
迅
速
な
支
援
の
仕
組
み
や

制
度
を
構
築
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　

切
羽
詰
ま
っ
て
い
る
方
が
安
心
し
て

生
活
再
建
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
と
同
時
に
、
生
活
保
護
の

運
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①　

今
回
の
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、
庁

内
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
迅

速
に
支
援
を
実
施
し
た
い
。
社
会
福
祉
協

議
会
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
確
認
書
類
な

ど
の
簡
略
化
な
ど
、
速
や
か
に
支
援
を
開

始
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

②　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
生

活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
施
策
で
あ
る

た
め
生
活
保
護
と
同
時
に
運
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
生
活
保
護
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
方

は
、
可
能
な
限
り
迅
速
に
生
活
保
護
の
決

定
を
行
っ
て
い
る
。

上
野
　
雅
美
（
無
会
派
）

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

財
務
部
長

ふ
る
さ
と
納
税
が
地
方
自
治
体
の
様
々

な
取
組
を
応
援
す
る
制
度
と
し
て
定
着
し

て
い
る
現
在
、
多
く
の
地
方
自
治
体
で
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
働
く
方
々

や
地
元
の
事
業
所
へ
の
支
援
な
ど
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

①　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

②　

売
上
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
市
内
事

業
者
の
、
新
た
な
販
路
拡
大
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

③　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
の
使
用
用
途

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
追
加
し
て
は
ど
う
か
。

④　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

①　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
近
年
の
増
加

傾
向
を
維
持
し
て
い
る
。

②　

国
の
規
定
に
則
っ
た
上
で
、
市
内
事

業
者
の
商
品
を
対
象
に
間
口
を
広
げ
て
お

り
、
返
礼
品
を
増
や
す
よ
う
に
全
庁
的
な

取
組
を
進
め
て
い
る
。

③　

寄
附
の
使
用
用
途
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
項
目
を
追
加
す

る
。

④　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
を
含
め
、
北
名
古
屋
市
の
全
て
の
事

業
の
中
か
ら
、
寄
附
者
の
賛
同
が
得
ら
れ

や
す
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式
を
研

究
し
て
い
く
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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「何から乗る？」
見ているだけでも楽しい、行くともっと愉しいテーマパークの地図を制作しました。頭

の中でいつも想像している私の夢や憧れ、幸せがつまった場所をカラフルな色で表現し
ました。見ている人にワクワクする気持ち、楽しそうという気持ちを感じて欲しい。
本来は紙で作られる地図を布で作ることで、テーマパークで遊んだ時の非日常感や高
揚感を、布が空中でゆらゆらしたり、布に光があたった時の透けた感じで表現しました。
型染という同じ柄を繰り返して染めることが出来る技法を使うことで、地図を何枚も制
作し、何度もテーマパークに行きたいという気持ちを表しました。

表紙紹介 角屋 空美さん（名古屋芸術大学）

阿
部
　
武
史
（
無
会
派
）

市
内
飲
食
業
へ
の
支
援
策

建設商
工
農
政
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
様
々

な
業
種
の
経
営
が
危
機
的
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
都
道
府
県
も
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
飲
食
業
に
対
し
、
デ
リ

バ
リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
費
の
補
助
な
ど
、
独
自

の
支
援
策
を
行
う
自
治
体
が
出
て
き
て
い

る
。
飲
食
業
な
ど
住
民
生
活
に
身
近
な
経

済
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
責
務
は
、
国
だ
け
で

な
く
地
方
自
治
体
に
も
あ
る
と
考
え
る
。

デ
リ
バ
リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
対
す
る

支
援
、
折
込
チ
ラ
シ
の
作
成
・
補
助
や
飲

食
店
で
活
用
で
き
る
補
助
券
な
ど
、
市
内

飲
食
業
に
対
す
る
支
援
策
の
考
え
は
。

　

市
で
は
、
県
の
休
業
要
請
に
か
か
る
協

力
金
の
対
応
や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
信

用
保
証
関
連
の
受
付
な
ど
の
機
会
を
通
じ

て
、
飲
食
業
だ
け
で
な
く
幅
広
い
業
種
か

ら
日
々
、
深
刻
な
声
を
伺
っ
て
い
る
。
今

後
、国
、
県
の
補
正
予
算
編
成
や
市
の
財
政

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
地
元
商
工
会
と

連
携
し
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
行
し
て
い
き
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
暫
定
用
途
地
域
解

　

消
施
策
へ
の
影
響

■
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
鉄
道
連
続
立
体
交

　

差
化
へ
の
影
響

■
4
月
28
日
以
降
生
ま
れ
の
特
別
定
額
給

　

付
金

（作者紹介画像）

全国市議会議長会定期総会及び東海市議会議長会定期総会において、地方自治の発展に尽力さ
れた功労により、本市議会からは、5名の方が表彰を受けられました。

沢田　哲議員
（在職15年）

大野　厚議員
（在職15年）

神田　薫議員
（在職15年）

永津正和議員
（在職10年）

渡邊幸子議員
（在職10年）
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令和2年 第3回定例会の予定　

≪皆様の声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

【請願書・陳情書の提出について】
　第３回定例会の審査対象となる
請願書・陳情書の提出期限は、８月
１７日（月）の午後５時（予定）です。詳
しくは、議会事務局までお問い合わ
せください。
※新型コロナウイルス感染症拡大
防止の対応として、日程が変更にな
る場合がありますのでご了承くだ
さい。
　最新の情報は市議会ホームペー
ジまたは議会事務局までご確認く
ださい。

緊急事態宣言は解除されたものの、まだまだ世の中が緊迫していた五月末頃。私た
ちのもとに一通のうれしいお便りが届きました。
議会だより70号の表紙を飾った「一粒のやきもの」の作者の方が、ご自身の作品が
掲載された広報紙を実際に手にされて、大変お喜びいただいたとの内容でした。地域
の方に表紙という形で参加していただき、この広報紙がよりいっそう親しみを感じて
もらえるようになったと、大変うれしく思います。
今年度もますます市民に親しまれる広報紙を発行していけるよう、広報委員一丸と
なって取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

９月２５日（金）
９月１７日（木）
９月１６日（水）
９月１５日（火）
９月１４日（月）
９月１１日（金）
９月 ９日（水）
９月 ８日（火）
９月 ７日（月）
９月 ４日（金）
８月２６日（水）

本会議（最終日）
鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会　　　　　　　　
総務常任委員会
建設常任委員会
福祉教育常任委員会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（初日）

ホームページは
こちらから

市民の皆様のアクセスを
お待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

令和２年第2回定例会の本会議及び委員会の傍聴につき
ましては、新型コロナウイルスの感染が拡大しているなか、
お越しいただく皆様の健康を守る観点から、できる限りお控
えいただくようお願いをしておりました。
ご協力いただきました皆様に深く感謝申

し上げます。
今後の傍聴等につきましては、決定次第、
市議会ホームページ等で周知する予定です。
引き続き、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

市議会の傍聴について（お知らせ）

12議会だより vol.72


